
 会議報告書                        ２０２１（令和３）年１０月８日  

会 議 弥栄分校閉校記念碑建立プロジェクト会議 代 表 野木三司１００周年実行委員長 

 
（１）概要 

議 題 募金の結果報告、碑文の決定、募金者への対応方法等、その他 

日 時 ２０２１（令和３年）年１０月８日  １７：００～１８：３０ 

場 所 弥栄分校 応接室 

出席者 
野木、平井（元校長）、味田、松本、今田 

近江先生、行待先生 

 

（２）会議内容 

１ 募金の結果報告について 

  ・募金案内（発送件数）１，１７１件。８月８～９日封入作業、１０日発送。 

  ・募金者数 １０２人。募金総額（１０月７現在） 金５８８，０００円（うち払込手数料１９，５８５円）。 

  ・募金者の内には、卒業生以外の方、募金案内該当者以外の方も含まれているが、その方々は、

各自、ホームページを確認して募金を頂いた方々である。 

 

２ 碑文について 

  ・近江先生から候補案１０点の提案があり、審議の結果、その中より下記を採択した。 

「ここ奈具丘に 心を耕し 心を彩る」。 

・書体については、今田石材店が提案したものにすることとした。 

 

３ 募金者への対応について 

  ・ホームページに募金者へのお礼並びに報告をし、募金者名（故人も含む）を掲載する。その

際、名前は同窓会名簿の記載に基づいた旨を付記する。 

  ・ホームページに掲載後、速やかにお礼状を発送する。 

  ・お礼状には、野木会長名による御礼の言葉及び記念碑の写真を掲載し、裏面には募金者名を掲

載する（予定）。 

  ・ホームページには、閉校式後に記念碑を披露する様子を掲載する。 

 

４ 収支予算書案について 

  ・概ね異論はないが、募金者へのお礼状作成費、発送費用等の詳細を検討する必要がある。 

 

５ 府教委に対する事前協議書提出と今田石材店への発注について 

  ・設置場所の候補については２箇所をあげた。 

  ・第一候補地は、校舎北側の端。第二候補地は、「望郷碑」のとなり。 

・先ず、今田石材店に相談し、第一候補地に危惧すべき問題がないことを確認してから松下事務

長に事前協議書類の作成をお願いする。担当は平井先生。 

 

 

（３）協議事項 

１ 次回会議までにすること 

  ・府教委への事前協議書の提出。平行して今田石材店との調整（費用の確認、記念碑自体の完成

時期等、今後のスケジュール） 

 

（４）備考 

次回の会議 日時 追って連絡 

      場所 弥栄分校 応接室 

      議題 府教委への事前協議書提出状況、記念碑作成状況の報告、確認 

 


